

























































(3，5-dimethyl-5，6， 7 ，8-tetrahydronaphtalene-l ，2，-dione-8，6' -pyran-2' ，5' -dioneと推定した。ロクソデ
スは原始大核類に属し、進化的には異毛類繊毛虫より下等と位置づけられている。構造決定までには至っ
ていないが、ロクソデスがもっ不安定な毒性物質の単離を達成しているO
以上のように、本論文では繊毛虫がもっ自己防御物質の化学構造を解明するとともに、その防御機能を
明らかにすることにより有機化学、特に天然物有機化学の研究分野の発展に寄与した。よって、本論文の
著者は博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
